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行
信
 
は
じ
め
に
 
親
鸞
聖
人
の
常
の
御
持
言
に
「
ワ
レ
ハ
コ
レ
賀
古
ノ
教
信
沙
弥
ノ
定
ナ
リ
」
と
い
う
仰
せ
が
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
御
言
葉
は
、
聖
人
の 
曾
孫
-
覚
如
上
人
が
建
武
四
年(
一
三
三
七)
九
月
、
六
十
八
歳
の
時
に
撰
述
さ
れ
た
『
改
邪
鈔
』
に
載
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
上
人
が
伝
持 
し
て
こ
ら
れ
た
親
鸞
聖
人
の
宗
義
と
宗
風
に
も
と
づ
き
、
当
時
の
教
団
内
に
横
行
し
て
い
た
邪
義
を
紅
す
べ
く
、
全
二
十
ヵ
条
に
わ
た
っ 
て
説
示
さ
れ
る
う
ち
、
そ
の
第
三
条
に
「
遁
世
ノ
カ
タ
チ
ヲ
コ
ト
、
シ' 
異
形
ヲ
コ
ノ
ミ
、
裳
無
衣
ヲ
着
シ
、
黒
袈
裟
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
、
シ 
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
」
と
あ
げ
て
述
べ
ら
れ
る
文
中
に
出
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
教
信
沙
弥
こ
そ
親
鸞
聖
人
に
お
け
る 
沙
弥
生
活
の
さ
だ
め
と
し
て
、
聖
人
の
理
想
的
人
格
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
体
そ
の
教
信
な
る
人
が
如
何
な
る
人
物
で 
あ
り
、
何
故
に
聖
人
が
特
に
教
信
を
選
ば
れ
た
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
一
ま
ず
『
改
邪
鈔
』
よ
り
引
文
し
よ
う
。
当
世
都
鄙
二
流
布
シ
テ
遁
世
者
ト
号
ス
ル
ハ
、
多
分
一
遍
房
・
他
阿
弥
陀
仏
等
ノ
門
人
ヲ
イ
フ
歟
、
カ
ノ
ト
モ
ガ
ラ
ハ
、
ム
ネ
ト
後 
世
者
気
色
ヲ
サ
キ
ト
シ
、
仏
法
者
ト
ミ
エ
テ
威
儀
ヲ
ヒ
ト
ス
ガ
タ
ア
ラ
ハ
サ
ン
ト
サ
ダ
メ'
振
舞
歟' 
ワ
ガ
大
師
聖
人
ノ
御
意
ハ
、
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カ
レ
ー
一
ウ
シ
ロ
ア
ハ
セ
ナ
リ' 
ツ
ネ
ノ
御
持
言
ニ
ハ' 
ワ
レ
ハ
コ
レ
賀
古
ノ
教
信
沙
弥
知%
桶
巽
、魏
” 
ノ
定
ナ
リ
ト
血' 
シ
カ 
レ
バ
、
絲
ヲ
専
修
念
仏
停
廃
ノ
ト
キ
ノ
左
遷
ノ
勅
宣
ニ
ョ
セ
マ
シ
マ
シ
テ
、
御
位
署
ニ
ハ
愚
禿
ノ
字
ヲ
ノ
セ
ラ
ル
、
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
、 
僧
-
ー
ア
ラ
ズ
俗
ニ
ア
ラ
ザ
ル
儀
ヲ
表
シ
テ' 
教
信
沙
弥
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ル
ベ
シ
ト
ー
む' 
コ
レ
ニ
ョ
リ
テ' 
タ
ト
ヒ
牛
盗
ト
ハ
イ
ハ
ル
ト 
モ
、
モ
シ
ハ
善
人' 
モ
シ
ハ
後
世
者
、
モ
シ
ハ
仏
法
者
ト
ミ
ユ
ル
ヤ
ウ
ニ
振
舞
ベ
カ
ラ
ズ
ト
オ
ホ
セ
ア
リ 
す
な
わ
ち' 
こ
こ
で
は
遁
世
者
に
対
す
る
沙
弥
の
念
仏
者
と
し
て
、
特
に
親
鸞
聖
人
は
「
賀
古
ノ
教
信
沙
弥
」
を
慕
わ
れ
た
と
い
う
が
、 
ま
ず' 
そ
の
賀
古
の
教
信
と
は
何
時
ご
ろ
の
人
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
う
し
た
教
信
の
事
に
つ
い
て
覚
如
上
人
は
「
コ
ノ
沙
弥
ノ
様' 
禅
林
ノ
永
観
ノ
十
因
ニ
ミ
エ
タ
リ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に' 
禅
林
寺
の
永
観
律
師(
一
〇
三
三
〜
ー
ー
ー 
ー)
が
撰
述
し
た
『
往
生 
拾
因
』
一
巻
に
所
載
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
著
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て' 
称
名
念
仏
の
高
調
と
共
に
浄
土
門
流
に
と
つ 
て
の
通
読
書
と
し
て' 
前
に
右
近
純
教
氏
が
親
鸞
聖
人
と
永
観
の
『
往
生
拾
因
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
説
さ
れ
た
ご
と
く'
か
つ
て
親 
鸞
聖
人
も
亦
こ
の
書
を
閲
読
さ
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
『
拾
因
』
の
第
一
因
「
広
大
善
根
故
」
の
中
に
載
せ
ら
れ 
る
教
信
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
よ
う
。
(
勝
如)
貞
観
ハ
年
八
月
十
五
日
夜
空
聞-
一
音
楽
ハ 
奇
一
一
思
之-
間
、
人
叩
一
一
柴
戸
ハ 
唯
以-
一
咳
声-
令
“
知
“
有"
人
、
戸
外
人
陳
云
、
我 
是
居--
住
播
磨
国
賀
古
郡
賀
古
駅
北
辺
一
沙
弥
教
信
、
今
往
一
一
生
極
楽
一
之
時
也
、
明
年
今
月
今
夜
可
“
得
一
一
其
迎
ハ 
為
“
告-
一
此
由
一
故
以 
来
也
、
然
間
微
光
僅
入
“
菴
細
楽
漸
去"
西
矣
、
勝
如
驚
恠
、
明
旦
遣-
一
僧
勝
鑑-
令
“
尋
一
ー
彼
処
ハ
勝
鑑
不
“
論
ー-
昼
夜-
発
ー
一
向
彼
国
ハ
毎" 
対-
一
往
還
人
一
問-
一
教
信
之
往
生
事
八 
敢
無
一
一
答
者
ハ 
稍
見
一
ー
彼
賀
古
駅
北
一
有
一-
小
廬
ハ 
当
一
一
其
廬
上
一
〇
烏
集
翔
、
漸
近
寄
見
群
狗
競
食
一
一 
死
人
ハ 
傍
大
石
上
有
一
一
新
躅
髏
ハ 
容
顔
不
“
損
眼
口
似"
咲
香
気
薰
馥
、
又
臨
ー
一
廬
内
一
有
一
一
ー
老
嫗
一
童
子
相
共
哀
哭
ハ
便
問
一
一
悲
情
ハ
嫗 
日
、
死
人
是
我
沙
弥
教
信
也'
去
十
五
夜
既
以
死
去
今
成
一
一
三
日
ハ
ー
生
之
間
称
一
一
弥
陀
号
一
昼
夜
不"
休
以
為
一
一
己
業
ハ 
雇­-
用
之
一
人 
呼
為-
阿
弥
陀
丸
ハ 
是
為
一
一
送
“
日
計
一
已
経
一
一
ー
十
年
ハ 
是
童
即
子
也
、
今
母
与"
子
共
失­
其
便-
不"
知-
一
為
方-
也
、
於"
是
村
里
男
女 
往
還
道
俗
具
聞-
一
勝
鑑
之
来
由
一
星
馳
雲
集
、
回-
一
彼
觸
髏-
歌
唄
讃
歎
矣' 
勝
鑑
速
還
陳
一-
上
件
事
ハ 
聖
人
聞
“
此
自
謂' 
我
年
来
無
36
言
不
“
如­-
教
信
口
称
ハ 
恐
利
他
行
疎
焉
、
以-
同
二
十
一
日-
故
往--
詣
聚
落-
自
他
共
念
仏
云
云 
と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
げ
た
教
信
の
事
蹟
に
先
だ
ち
「
有
“
聖
念
仏
為
“
業
専
惜­-
寸
分
ハ 
若
人
来
謂
一-
自
他
要
事
八 
聖
人
陳
日
、
今
有
一-
火 
急
事
一
既
逼­
一
於
旦
暮
ハ 
塞
“
耳
念
仏
終
得
ー
ー
往
生
ハ 
是
故
寤
寐
称
念
片
時
不
レ
懈
淞
的
、
六
時
礼
敬
四
儀
不
“
背
昵
碗
、
念
仏
為"
宗
不
“
雑
一
一
余 
業
一
魏
谚
、 
終
無
ー
一
退
転
一
畢
命
為
“
期
阿
踊
、
念
仏
一
行
既
具
一
一
四
修-
往
生
之
業
何
事
如"
之:
：:
」
と
聖(
ひ
じ
り)
の
ご
と
く
寸
分
を
惜
ん
で 
無
間
・
恭
敬
・
無
余
・
長
時
の
四
修
を
具
す
る
念
仏
を
勧
め
る
一
節
に
つ
づ
い
て
、
「
凡
夫
行
者
、
心
如­
一
野
鳥
一
専
一
一
念
仏
名-
何
得
一
一
無 
間-
」
の
問
に
対
し'
そ
の
答
と
し
て
「
誰
言
、
初
心
行
者
、
全
不"
雑
一
一
起
余
念-
:
:
:
又
、
為
一
一
散
乱
人
観
法
難"
成
、
大
聖
悲
憐
勧
ー
一
称
名 
行
ハ 
称
名
易
故
、
相
続
自
念
昼
夜
不
“
休
、
豈
非
ー-
無
間
一
乎
、
又
不
“
簡
ー
一
身
浄
不
浄
ハ 
不
“
論-
一
心
専
不
専
ハ 
祢
名
不
“
絶
必
得
一
一
往
生
ハ 
運 
心
日
久
引
接
何
疑
」
と
誌
し
た
後
に
「
又
、
恒
所
作
是
定
業
故
、
依"
之
但
念
仏
者
往
一
一
生
浄
土
八 
其
証
非
“ 
ー
」
と
し
て
「
如­-
彼
播
州
沙 
弥
教
信
等
一
之
其
仁
也
」
と
教
信
の
名
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
叙
述
か
ら
す
れ
ば
、
凡
夫
の
行
者
は
聖
の
ご
と
く
無
間
が
得 
ら
れ
な
い
と
い
う
実
践
上
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
応
答
と
し
て
、
凡
夫
は
心
の
散
乱
に
よ
っ
て
観
法
を
成
じ
難
い
た
め 
に
、 
大
聖
の
悲
憐
に
よ
る
称
名
が
勧
め
ら
れ
る
と
説
か
れ' 
そ
の
例
証
と
し
て
先
掲
の
ご
と
き
沙
弥
教
信
の
事
蹟
が
載
せ
ら
れ
る
。
し
か 
し
、
こ
の
『
拾
因
』
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は' 
既
に
稲
葉
秀
賢
博
士
が
「
称
名
念
仏
は
常
に
専
念
の
為
の
方
便
で
あ
り' 
こ
の
専
②
 
念
は
こ
ゝ
で
は
恐
ら
く
三
業
相
応
の
専
念
で
あ
る
と
し
て
も' 
窮
極
は
次
に
明
す
三
昧
発
得
の
為
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に' 
称 
念
は
三
昧
発
得
の
理
観
の
為
の
方
便
で
あ
る
こ
と
は
、
「
称
一
一
念
仏
号
ハ 
三
業
相
応
専
念
自
発
」
や
「
設
雖-
一
万
遍
ハ 
専
念
不
“
発
引
業
未
熟 
不
“
得
一
一
往
生-
」(
共
に
第
七
「
三
業
相
応
故
」)
等
よ
り
明
ら
か
に
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
か
か
る
永
観
の
意
趣
よ
り
す
れ
ば
、
但
念 
仏
の
浄
土
往
生
者
と
し
て
挙
げ
た
教
信
も
、
い
わ
ゆ
る
教
化
者
で
あ
る
聖
に
対
す
る
沙
弥
と
し
て
、
業
縁
の
在
俗
生
活
こ
そ
が
称
念
の
専 
念
さ
る
る
基
盤
で
あ
る
と
い
う
、
専
修
念
仏
の
立
場
に
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち' 
こ
の
こ
と
は
未 
だ
永
観
律
師
に
お
い
て
は
、
そ
の
こ
ろ
遁
世
者
で
も
あ
っ
た
念
仏
聖
と
の
対
決
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し 
た
『
拾
因
』
の
教
信
伝
の
な
か
か
ら
親
鸞
聖
人
は
、
教
信
が
妻
子
を
か
か
え
て
雇
用
に
従
事
し' 
昼
夜
に
念
仏
を
称
え
な
が
ら
暮
し
た
生
37
涯
、
そ
れ
は
、
当
時
に
お
け
る
剃
髪
染
衣
の
在
家
生
活
者
と
し
て
名
も
な
く
一
生
を
送
っ
た
事
を
、
聖
人
み
ず
か
ら
愚
禿
の
実
践
の
上
に
、 
そ
の
人
を
仰
が
れ
た
こ
と
は
特
に
留
意
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
教
信
沙
弥
の
伝
記
資
料
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
、
寛
和
年
中(
九
八
五
〜
七)
慶
滋
保
胤
が
ま
と
め
た
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
で
あ
る
。
 
そ
れ
故
、
同
書
の
史
料
を
以
て
教
信
像
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
の
ち
『
往
生
拾
因
』
や
『
今
昔
物
語
』
、
つ
い
で
鎌
倉
時
代
に 
な
る
と
『
明
義
進
行
集
』
や
『
一
言
芳
談
抄
』
な
ど
が
著
わ
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
信
瑞
の
『
進
行
集
』
に
は
教
信
が
も
と
興
福
寺
の
碩 
学
で
あ
っ
た
と
伝
え
、
ま
た
『
一
言
芳
談
抄
』
に
は
「
賀
古
教
信
は
、
西
に
は
垣
も
せ
ず
、
極
楽
と
中
を
あ
け
、
あ
は
せ
て
、
本
尊
を
も 
安
ぜ
ず
、
聖
教
を
も
持
せ
ず' 
僧
に
も
あ
ら
ず
俗
に
も
あ
ら
ぬ
形
に
て
、
つ
ね
に
西
に
向
て
念
仏
し
て
、
其
余
は
忘
れ
た
る
が
ご
と
し
」 
と
遁
世
者
・
後
世
者
と
し
て
記
さ
れ
る
。
と
く
に'
後
者
の
ご
と
き
生
き
方
は' 
一
遍
上
人
を
し
て
追
慕
の
情
禁
じ
え
な
い
も
の
が
あ
っ 
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
て
、
そ
の
後
種
々
に
教
信
伝
は
潤
色
さ
れ
て
く
る
が
、
今
は
か
か
る
後
世
の
資
料
は
さ
て
お
き' 
ま
ず
伝
記
の
原 
型
と
も
い
う
べ
き
『
往
生
極
楽
記
』
に
載
る
も
の
を
引
い
て
考
察
し
よ
う
。
摂
津
国
島
下
郡
勝
尾
寺
住
僧
勝
如
、
別
起
一
一
草
菴-
蟄­
一
居
其
中
ハ 
十
余
年
間
禁­-
断
言
語
ハ 
弟
子
童
子
相
見
希
矣' 
夜
中
有
“
人
、
来 
叩­
ー
柴
戸
ハ 
勝
如
以"
忌
一
一
言
語-
不"
得
”
問"
之
、
唯
以-
一
咳
声-
令"
知
レ
有
“
人
、
戸
外
人
陳
云
、
我
是
住
一-
播
磨
国
賀
古
駅
北
辺
一
沙
弥 
教
信
也
、
今
日
欲"
往
ー
ー
生
極
楽
ハ 
上
人
明
年
今
月
可
“
得
一
一
其
迎
ハ 
為"
告
ー
ー
此
由
一
故
以
来
也
、
言
訖
而
去' 
勝
如
驚
恠
、
明
旦
遣
ー­
弟 
子
僧
勝
鑒-
尋
一­
彼
処­
欲"
験
一
一
真
偽
ハ 
勝
鑒
還
来
日
、
駅
家
北
有
一
一
竹
廬
ハ 
廬
前
有--
死
人
ハ 
群
狗
競
食
、
廬
内
有
一
一
一
老
嫗
一
童
子­
相
共
哀
哭
、
勝
鑒
便
問-
悲
情
ハ 
嫗
日
、
死
人
我
夫
沙
弥
教
信
也' 
一
生
之
間
称­
一
弥
陀
号-
昼
夜
不
“
休
以
為
一
一
己
業
ハ 
隣
里
雇
用
之 
人
呼
為
一
一
阿
弥
陀
丸
ハ 
今
嫗
老
後
相
別
、
是
以
哭
也
、
是
童
子
即
教
信
児
也' 
勝
如
聞
ー
ー
斯
言-
自
謂
、
我
無
ー
一
言
語-
不
“
知
一
一
教
信
念 
仏
ハ 
故
往--
詣
聚
落-
自
他
念
仏
、
及
ー-
于
期
日-
急
以
入
滅
矣
38
右
に
あ
げ
た
の
は
、
「
住
僧
勝
如
」
の
伝
記
で
あ
り' 
こ
の
勝
如
伝
の
中
に
教
信
の
事
蹟
が
載
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
付
伝 
的
な
教
信
伝
を
独
立
さ
せ
て
、
易
行
の
称
名
を
身
の
浄
・
不
浄
を
簡
ば
ず
、
心
の
専
・
不
専
を
論
ぜ
ず
、
昼
夜
休
ま
ず
修
す
る
念
仏
者
と 
し
て
登
場
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
前
掲
し
た
『
往
生
拾
因
』
の
位
置
が
あ
ろ
う
。
し
か
も' 
『
拾
因
』
は
『
極
楽
記
』
に
比
べ
て
詳
細
に
亘 
っ
て
は
い
る
が
、
概
ね
『
極
楽
記
』
の
原
型
を
引
継
い
で
い
る
事
は
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
各
種
の
教
信
伝
が
次
第
に
原
型
か
ら
離
脱
し
、
 
質
的
に
相
違
し
て
ゆ
く
事
と
共
に
、
伝
記
資
料
の
検
討
の
上
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
『
極
楽
記
』
と
『
拾 
因
』
の
両
書
に
よ
っ
て
教
信
の
人
間
像
を
も
と
め
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
教
信
が
何
時
ご
ろ
在
世
し
た
の
か
を
考
察
す
る
に
、
『
極
楽
記
』
所
載
の
全
四
十
二
名
が
「
一
聖
徳
太
子
」
・
 
「
ニ 
行
基
菩
薩
」
、
つ
い
で
平
安
時
代
に
入
っ
て
「
三 
伝
燈
大
師
」
・
「
四 
慈
覚
大
師
」
等
と'
以
下
年
代
順
に
集
録
さ
れ
た
と
認
め 
ら
れ
る
こ
と
か
ら' 
二
十
二
番
目
に
勝
如
伝
が
あ
り' 
そ
の
な
か
に
教
信
の
事
ど
も
を
載
せ
る
こ
と
よ
り
し
て' 
平
安
前
期
の
人
で
あ
る 
事
が
わ
か
る
。
し
か
も' 
こ
の
こ
と
は
『
拾
因
』
に
貞
観
ハ
年(
ハ
六
六)
ハ
月
十
五
日
の
教
信
の
往
生
を
伝
え
る
記
事
よ
り' 
さ
ら
に
詳 
し
く
在
世
時
代
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
教
信
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
両
書
と
も
「
播
磨
ノ
国
賀
古
ノ
郡
賀
古
ノ
駅
ノ
北
ノ
辺
」
と
記
し
て
播
磨
国
の
賀
古
郡
、
そ
の
駅
家 
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
る
。
し
か
も' 
そ
こ
で
日
雇
と
し
て
働
い
て
い
た
と
い
う
か
ら
、 
そ
の
生
計
も
具
体
的
に
想
像
で
き
よ
う
。
 
す
な
わ
ち
、
教
信
は
田
畠
も
持
た
ず' 
妻
子
を
養
う
た
め
に
駅
家
で
の
雑
役
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
が
働
い
て
い
た
と
思
わ 
れ
る
賀
古
駅
に
つ
い
て
は
、
既
に
長
谷
川
慶
明
氏
が
『
播
磨
風
土
記
』
に
も
と
づ
き
駅
家
の
地
を
推
定
し
、
教
信
の
時
代
を
余
り
隔
て
な
③
い
『
延
喜
式
』(
九
二
七
年
、
藤
原
忠
平
の
撰)
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
『
延
喜
式
』
に
載
る
播
磨
国
の
駅
馬
に
は
「
明
石
三 
十
疋
、
賀
古
四
十
疋
、
草
上
三
十
疋
、
大
市
、
布
勢
、
高
田
、
野
磨
各
二
十
疋
、
越
部' 
中
川
各
五
疋
」(
巻
二
十
八
兵
部
省)
と
あ
っ
て
、 
播
磨
国
と
し
て
最
も
大
駅
で
あ
り' 
こ
れ
は
全
国
的
に
み
て
も
特
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
山
陽
道
の
重
要
な
駅
家
と
し
て' 
賀 
古
駅
の
近
く
は
相
当
な
賑
わ
い
を
呈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
進
行
集
』
に
は
「
彼
が
南
都
の
興
福
寺
を
出
て
西
海
に
副
う
て
跡
39
を
晦
ま
し' 
「
播
州
賀
古
郡
西
野
口
」(
『
法
要
典
拠
』
に
よ
る)
に
留
ま
っ
て
茅
茨
の
庵
を
結
ん
だ
と
い
い' 
現
在
も
加
古
川
市
野
口
町
に 
教
信
寺
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
遍
上
人(
一
ニ
三
九
〜
八
九)
が
彼
を
追
慕
し
た
事
に
よ
り
、
特
に
遊
行
聖
と
の
関
係
を
深
め
、
そ
の
の
ち
野 
ロ
の
大
念
仏
と
共
に
世
人
に
親
し
ま
れ
た
事
は
、
か
つ
て
橋
川
正
先
生
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
伝
説
化
さ
れ
た
教
信
像
は
、 
前
記
二
書
と
は
可
成
り
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
三
一
生
不
住
の
捨
聖
と
し
て
、
そ
の
生
涯
を
送
っ
た
一
遍
上
人
智
真
は
、
「
浄
土
門
は
身
心
を
放
下
し
て
、
三
界
，
六
道
の
中
に
一
物
も 
要
事
有
べ
か
ら
ず
、
此
身
を
置
な
が
ら
生
死
を
離
る
ゝ
事
に
は
あ
ら
ず
」(
『
播
州
法
語
集
』)
と
い
い
、
「
名
を
求
め
衆
を
領
す
れ
ば
心
疲
れ
、 
功
を
績
み
善
を
修
す
れ
ば
希
望
多
し
、
孤
独
に
し
て
境
界
無
き
に
は
如
か
じ
、 
称
名
し
て
万
事
を
抛
ん
に
は
如
か
じ
」(
『
聖
絵
』
巻
七)
と 
し
て
仙
人
練
行
の
古
跡
を
た
ず
ね
、
晩
年
に
は
印
南
野
の
教
信
寺
に
詣
り
、
教
信
沙
弥
の
遺
風
を
慕
い
、
そ
の
の
ち
死
期
の
近
い
こ
と
を 
知
っ
て
「
い
な
み
野
の
辺
に
て
臨
終
す
べ
し
」(
同
巻
十
こ
と
申
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
察
す
れ
ば
、
上
人
が
敬
慕
し 
た
の
は
後
世
者
・
遁
世
者
と
し
て' 
し
か
も
「
生
き
な
が
ら
死
し
て
、
静
に
来
迎
を
待
つ
べ
し
」(
『
一
遍
上
人
語
録
』
，
『
播
州
法
語
集
』)
と
し 
て
生
き
た
教
信
像
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
親
鸞
聖
人
の
景
仰
し
た
沙
弥
教
信
と
は
、
お
の
ず
か
ら
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
申
さ
ね
ば
な
ら 
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
聖
人
に
お
い
て
は
「
愚
禿
」
の
名
告
り
に
よ
る
非
僧
非
俗
の' 
希
有
な
る
先
蹤
者
と
し
て
名
も
な
き
教
信
沙
弥 
を
選
ば
れ
た
も
の
の
ご
と
く'
こ
う
し
た
一
人
の
機
を
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
し
て
悲
傷
し
、
自
ら
「
悲
哉
愚
禿 
鸞
」
と
申
さ
る
る
、 
聖
人
に
お
け
る
念
仏
生
活
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で' 
こ
の
よ
う
な
罪
悪
の
自
覚
を
あ
ら
わ
す
一
人
の
機
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
の
伝
記
中' 
も
っ
と
も
古
い
も
の
の
一
っ
と
考 
⑤
え
ら
れ
る
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
「
三
心
料
簡
事
」
に
次
の
如
き
記
載
が
あ
る
。
一
、
悪
機
一
人
置
此
機
往
生 
謂
道
理
な
り
け
り
と
知
程
習
た
る
を
浄
土
宗
善
学 
云
也'
此
宗
悪
人
為
一
一
手
本
一
善
人
摂
也
、
40
聖
道
門
善
人
為
一
一
手
本
一
悪
人
摂
也
运 
す
な
わ
ち' 
こ
の
よ
う
な
悪
機
一
人
を
挙
げ
た
例
と
し
て
、
法
然
上
人
み
ず
か
ら
「
源
空
は
智
徳
を
も
て
人
を
化
す
る
を
不
足
な
り
、 
法
性
寺
の
空
阿
弥
陀
仏
は
愚
癡
な
れ
ど
も
、
念
仏
の
大
先
達
と
し
て
あ
ま
ね
く
化
導
ひ
ろ
し
、
我
も
し
人
身
を
う
け
ば
大
愚
癡
の
身
と
な 
り
、
念
仏
勤
行
の
人
た
ら
む
」(
『
行
状
画
図
』
巻
四
十
入)
と
、
つ
ね
に
法
性
寺
の
空
阿
弥
陀
仏
の
上
に
、
念
仏
者
と
し
て
の
理
想
像
を
描
い 
て
お
ら
れ
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
空
阿
は
「
有
智
ノ
空
阿
弥
陀
仏
」(
『
進
行
集
』
巻
三)
と
い
わ
れ
た
高
野
の
明
遍
僧
都
に 
対
し
て
、
「
無
智
ノ
空
阿
弥
陀
仏
ト
ナ
ヅ
ク
」(
同
上)
と
い
う
法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
実
は
、
こ
こ
に
「
智
恵
第
一
」
と
い
わ 
れ
、
戒
師
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
法
然
上
人
に
お
け
る
「
還-
愚
癡
一
生
一
極
楽-
」(
「
三
心
料
簡
事
」)
の
、
い
わ
ゆ
る
還
愚
の
指
標
が
知
ら 
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
還
愚
の
こ
こ
ろ
は
、
法
然
上
人
は
も
と
よ
り
、
わ
が
親
鸞
聖
人
に
お
い
て
も
同
じ
く
念
仏
者
の
依
っ
て
立
つ
基
盤
と 
な
る
も
の
で' 
そ
れ
は
『
散
善
義
』
の
三
心
釈
に
う
か
が
わ
れ' 
特
に
深
心
釈
の
機
の
深
信
に
も
と
づ
く
も
の
と
領
解
さ
れ
る
。
す
な
わ 
ち
親
鸞
聖
人
は
、
『
教
行
信
証
』
に
「
然
常
没
凡
愚
流
転
群
生
、
无
上
妙
果
不-
一
難­-
成
ハ
真
実
信
楽
実
難
ー
一
獲-
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
大 
信
の
難
獲
を
引
証
さ
れ
る
な
か
で
、
長
文
に
わ
た
っ
て
三
心
釈
を
引
か
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
至
誠
心
釈
の
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内 
懐
虚
假
」
を
ば
「
不"
得
,
1
外
現-
賢
善
精
進
之
相
八 
内
懐
一
一
虚
假-
」(
坂
東
本
に
よ
る)
と
訓
読
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
唯
信
鈔
文 
意
』
に
「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
ト
イ
フ
ハ' 
ア
ラ
ハ
ニ
カ
シ
コ
キ
ス
ガ
タ
、
善
人
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
コ
ト
ナ
カ
レ' 
精
進
ナ
ル 
ス
ガ
タ
ヲ
シ
メ
ス
コ
ト
ナ
カ
レ
ト
ナ
リ' 
ソ
ノ
ユ
ヘ 
八
内
懐
虚
假
ナ
レ
バ
ナ
リ' 
内
ハ
ウ
チ
ト
イ
フ' 
コ
ヽ
コ
ノ
ウ
チ
二
煩
悩
ヲ
具
セ
ル 
ユ
へ
二' 
虚
ナ
リ
假
ナ
リ' 
虚
ハ
ム
ナ
シ
ク
シ
テ
実
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ' 
假
ハ
カ
リ
ニ
シ
テ
真
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
」
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と 
に
、
そ
れ
は
深
い
内
省
に
も
と
づ
く
も
の
で' 
そ
の
深
奥
の
闇
を
照
破
す
る
も
の
こ
そ
、
普
遍
な
る
光
り
と
し
て
の
阿
弥
陀
の
智
恵
に
よ 
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
は
聖
人
の
場
合
、
越
後
配
流
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
流
人
と
し
て
、
文
字
通
り
「
群 
胡
」
の
大
地
に
身
を
置
く
と
共
に
、
つ
い
で
「
国
俗
剃
“
髪
不"
全
一
一
梵
儀
八 
有
一
一
妻
子-
者
在
家
称­-
沙
弥
一
」(
『
元
亨
釈
書
』
巻
十
七
「
沙
弥
乗
41
蓮
」
の
条)
と
い
う
沙
弥
生
活
の
営
み
は' 
ま
こ
と
に
「
愚
禿
」
の
名
告
り
に
よ
る
還
愚
の
実
践
と
し
て
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、 
こ
こ
に
お
い
て
聖
人
は
、
そ
の
在
家
業
縁
の
生
活
体
験
の
な
か
か
ら
「
ワ
レ
ハ
コ
レ
賀
古
ノ
教
信
沙
弥
ノ
定
ナ
リ
」
と
申
さ
れ
、
『
極
楽 
記
』
や
『
拾
因
』
に
載
せ
ら
れ
る
往
生
の
奇
瑞
や
念
仏
の
功
徳
を
超
え
て' 
ま
さ
に
額
に
汗
し
な
が
ら
労
働
に
従
っ
た
沙
弥
教
信
の
生
き 
方
に
、
凡
夫
入
報
の
念
仏
道
を
見
い
出
さ
れ
た
も
の
と
云
わ
れ
よ
う
。
か
く
し
て' 
聖
人
が
愚
禿
と
し
て
の
生
涯
を
貫
か
れ
た
事
は' 
さ 
ら
に
聖
人
の
流
れ
を
汲
む
真
宗
教
徒
に
と
っ
て
、
そ
の
宗
風
護
持
の
上
で
特
に
心
が
け
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
ろ
う
。
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
宗
風
の
伝
統
も' 
聖
人
滅
後
そ
の
時
代
の
経
過
と
共
に
、
内
な
る
還
愚
の
心
に
動
揺
を
来
た
し
、
外
な
る
賢
善
の
相 
が
も
と
め
ら
れ
る
時
、
い
わ
ゆ
る
後
世
者
ぶ
る
人
・
仏
法
者
ぶ
る
人
が
輩
出
し' 
も
っ
ぱ
ら
威
儀
を
こ
ら
し
て
群
萌
の
大
地
よ
り
遊
離
す 
る
と
こ
ろ
に
、
真
宗
教
団
に
と
っ
て
の
重
大
な
問
題
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
愚
禿
の
立
脚
地
に
か
え
る
べ
く
「
タ
ト
ヒ 
牛
盗
ト
ハ
イ
ハ
ル
ト
モ
、
モ
シ
ハ
善
人
モ
シ
ハ
後
世
者
モ
シ
ハ
仏
法
者
ト
ミ
ュ
ル
ヤ
ウ
ー
一
振
舞
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
、
専
修
賢
善
へ
の
傾
斜
に 
対
す
る
教
誡
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て' 
そ
れ
は
更
に
蓮
如
上
人
に
お
い
て
も
伝
承
さ
れ
、
『
御
文
』
に
「(
前
略)
コ
レ
ヲ 
モ
テ
当
流
ノ
オ
キ
テ
ヲ
ヨ
ク
マ
モ
レ
ル
ヒ
ト
ト
ナ
ヅ
ク
ベ
シ
、
サ
レ
バ
聖
人
ノ
イ
ハ
ク
、
タ
ト
ヒ
牛
ヌ
ス
ビ
ト
ト
ハ
イ
ハ
ル
ト
モ' 
モ
シ
⑥
 
ハ
後
世
者
、
モ
シ
ハ
善
人
、
モ
シ
ハ
仏
法
者
ト
ミ
ュ
ル
ヤ
ウ
ニ
フ
ル
マ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
コ
ソ
、 
オ
ホ
セ
ラ
レ
タ
リ
」(
ニ
ノ
ニ)
等
と
あ
っ 
て
、
宗
風
上
の
捷
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
註①
 
「
教
信
沙
弥
の
研
究
」
(
無
尽
燈
の
第
二
十
二
巻
第
十
号)
② 
『
往
生
拾
因
試
論
』
(
昭
和
二
十
八
年
大
谷
派
安
居
講
本)
ー
ー
ニ
頁
③
 
「
か
こ
の
う
ま
や
」
(
教
信
シ
リ
ー
ズ
ー)
参
照
④
 
『
日
本
仏
教
文
化
史
の
研
究
』
の
「
後
の
教
信
沙
弥
」
参
照
⑤
 
法
然
上
人
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
は
「
源
空
の
浄
土
開
宗
と
門
下
の
分
流
」
(
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
二
十
四
集)
の
中
で
私
に
少
し
く
検
討
を 
加
え
た
。
⑥
 
二
帖
目
第
二
通
の
ほ
か
、
同
第
十
三
通
、
三
帖
目
第
十
一
通
な
ど
を
も
参
照
42
